機関の 発達 を 刺激して いる こと も 事実で あろうが、 と 

にかく 高速度 印刷と 高速度 運搬の 可能に なった 結果と 

して その 日の 昼 ごろまでの 出来事 を 夕刊に、 夜中まで 

の 事件 を 朝刊に して 万人の 玄関に 送り届ける という こ 

とが 可能に なった、 この 事実から、 いわゆる ジャ ー ナ 

リズムの あらゆる 長所と 短所が 出発す るので あろう。 

ジャ— ナル という 言葉に は 昔から いろいろな 意味が 

ある こと は 字引き を 見る とわ かるが、 ともかくも 

「日々」 という 意味から 出て、 それから 日刊の 印刷物、 

ひ い て は あらゆる 定期的 週期 的 刊行物 を 意味す る f J と 

になった の だそう である。 そういう 出版物 を 経営し、 



また その 原稿 を 書いて 衣食の 料と して 生活して いる 人 

が ジャ— ナ リストで あり、 そういう 人の 仕事が すな わ 

ち ジャ— ナ リズム だと ある。 手近な 字引き で 引いた と 

ころで はたった これ だけの 意味し か 書いて ない ので あ 

る。 しかしき ようこの ごろ 日本で いわゆる ジャ ー ナリ 

ズム とい う 言葉 に は、 これ 以外に いろい ろ 複雑な 意味 

や、 余 味 や、 後味 や、 また ニュアンス やが あってな か 

なか 簡単に 定義し ひと 口に 説明す る こと はで きないよ 

うで ある。 人に 聞いて みても 人に よって いろいろと 多 

少は 解釈が ちがう、 のみならず また 同一人で も 場合に 

よってい ろ いろち が つ た 意味に - の 言葉 を K う ， ^ とが 



るかと いう 漠然たる 見当 をつ ける ことができる ように 

そういう 準備が いつでもで きている ので ある。 その 見 

当が 当た つてい るか 狂って いるか は 別問題で あるが、 

見当 をつ け 得られる という ことが 肝心の 問題で ある。 

そ 7 J で 某 殺人事件の 種取り を 命ぜられた 記者 は 現場に 

駆けつけて 取りあえず その 材料 を 大急ぎで かき 集めた 

上で 大急ぎで それ を 頭の 中の カタログ 箱の 前に 排列し 

てそうし てさし 当た つ ていち ばんよ いはま リ そうな 類 

型の どれ かに その 材料 を はめ込んで しまう。 そうする 

と ともかくも そこに 一 つの もっともらしい 殺人 物語が 

できあがる。 もちろん 事実の 真相と どれ だけ かけ 離れ 



かし、 本質的に はこれ と 同様な 記事 は 今でも 日々 の 新 

聞に 捜せば いくらでも 発見され るので ある。 

ある 役所で 地方 技術 官の 集合が あって、 その 第 何日 

目 かに 大臣が 出席して 演説す る 予定に な つていた とこ 

ろ、 当日 さしつかえが できて 大臣 は 欠席した。 しかし 

とラと ■ つ 

その 日の 夕刊 を 見る と 大臣が ちゃんと 出席して 滔々 と 

演説 をした ことにな つていた。 

ある 若い 学者が ある 日 ある 学会で ある 論文 を 発表し 

うち 

た その 晚に 私の 宅へ 遊びに 来て トリオの 合奏 を やって 

いたら、 突然 某 新聞記者が 写真班 を 引率して 拙宅 へ 来 

訪 しそうして 玄関へ その 若い 学者 T 君 を 呼び出し、 そ 



の 日 発表した 研究の 要旨 を 聞き取り、 そうして マグネ 

シゥム の 閃光 を ひらめかし 酸化 マグネシウム を 含んだ 

煙 を 玄関の 土間に 残して 引き上げて 行った。 翌朝の 新 

聞に 宅の 下手な 合奏 の 光景が 暴露 さ れ ている かと 思つ 

て 読んで みると 「 …… 同 学士 を H 町の 自邸に 訪 えば」 

うんぬん、 とあって、 ちゃんと その T 氏の 自宅に おい 

て T 氏と 会談した ことにな つて 記述され ていたの であ 

る。 

この 二つ の 実例から 見ても 新聞記事に はちゃん とし 

た 定型が 確立され ていて、 いかなる 場合に でも それ を 

破る ことが 禁ぜられ ている らしく 思われる ので ある。 



その ふもとに 押し かける ようにな るので ある。 これ も 

科学的 ジ ャ —ナ リズ ムの 発達のお かげで 世界 じ ゆうの 

学者の 研究が 迅速に 世界 じゅうの 学者の 机上に 報道 さ 

みはら やま 

れ るからで ある。 三 原 山 投身 者が 大都市の 新聞で 奨励 

される と 諸国の 投身 志望者が 三 原 山に 雲集す るよう な 

ものである。 ゆっくり オリジナルな 投身 地 を 考えて い 

あさま 

るよう な 余裕 はない のみならず、 三 原 山 時代に 浅 間へ 

行った ので は 「新聞に 出ない」 ので ある。 

このように、 新聞 は その 記事の 威力に よって 世界の 

現象 自身 を 類型 化する と 同時に、 その 類型の 幻像 を 天 

ま 

下に 撤き 〔# 「撤 き」 は ママ〕 広げ、 あたかも 世界 じゅ 



うが そ の 類型 で 満ち 満ち ている かの ごと き 錯覚 を 起， J 

で レぱ 

させ、 そうする ことによって、 さらに その 類型の 伝播 

をます ます 助長す るので ある。 ジャ ー ナ リズムが 恐る 

ベ き 性能 を 充分に 発揮す る の はこの 点で あろうと 思わ 

れる。 たとえば 大 新聞が いっせい にある 瀆職 事件 を 書 

き 立てる と 全国の 新聞が これに 呼応して たちまち にし 

て 日本 全国が その 瀆職 事件で い つ ぱいに なった ような 

感じ をいだ かせる。 冷静なる 司直の 手 もまたい くぶん 

これに 刺激され て その 活動 を 促進され る ことがない と 

も 限らない。 またたと えば 忠犬 美談 で 甲 新聞が 人気 を 

呼ぶ と、 あとからあとから いろいろな 忠犬 物語が ほう 



に 見当たらない。 それと いうの も 大概 は 科学者 自身に 

筆 を 執らせて それ を 掲載す ると いう 賢明な 方法 をと つ 

ている ので、 そんな 滑稽な 記事 はありに くい わけで あ 

る。 しかし 今でも 科学者で ない 新聞記者の 手に なった 

らしい 記事の 中には 時々 おもしろい 実例が 見つかる よ 

うで ある。 たとえば、 つい 近 ごろ 二三 新聞に 「重い 水」 

のこと が 出て いた。 たぶん 外国からの 通信の 翻訳で あ 

ろうと 思う が 、 あ の 記事な ども 科学者 の 目に は 実に 珍 

妙な ものであった。 よくよく 読んで みると なるほど 重 

い 水素 D からでき た 水の ことと 了解され るが、 ちょつ 

と 読んだ くらいで は 実に 不思議な 別物の ような 感じ を 



(昭和 九 年 四月、 中央 公論) 
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